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緒　　　言

　皮脂腺（または脂腺）は毛包上部や表皮，粘膜に開口す
る外分泌腺であり，皮脂を産生する機能をもつ．亀頭の一
部や手掌および足底を除く皮膚と一部の粘膜に広く分布し
ているほか，食道をはじめ舌や口腔粘膜，子宮頸部，耳下
腺，顎下腺などに異所性皮脂腺を認めることがある1）．口
唇粘膜や頬粘膜にしばしばみられる異所性皮脂腺は散在性
の黄白色の小斑点として観察され，Fordyce 斑として知ら
れている2）．異所性皮脂腺は従来，口腔や口唇粘膜など外
胚葉由来臓器に発生しやすく，内胚葉由来臓器である食道
に病変を形成することはまれとされてきた．内視鏡機器の
性能向上や検査件数の増加，本疾患に対する認知の広まり
とともに，食道に同様の黄白色の小斑点を認め，異所性皮
脂腺と診断される症例が散見されるようになり，現在では
まれな疾患ではなくなりつつある3-5）が，本疾患の有病率は

いまだ低く，経時的変化を記載した報告は少ない．今回わ
れわれは， 3 年間の経過観察中に下部食道の異所性皮脂腺
が経時的に明瞭化した症例を経験したため，本症例につい
て報告するとともに，自験 6症例の内視鏡検査上の特徴お
よび患者背景について考察する．

症　　　例

症　例：50歳，女性．
主　訴：なし．
既往歴：ターナー症候群，骨粗鬆症，うつ病．
現病歴：24歳時にターナー症候群と診断されて以後，卵巣
性無月経に対してエストロゲン製剤，プロゲステロン製剤
によるカウフマン療法を実施している．43歳時よりうつ病
に対してアルプラゾラム，ゾルピデムを内服中．骨粗鬆症
を指摘されていたが無治療．また総コレステロール223～
272㎎/dL で推移していたが，高脂血症に対しては無治療で
あった．
　43歳時に健診バリウムＸ線検査で胃病変を指摘され，精
査のため上部消化管内視鏡検査を実施したところ，上部食
道を中心に黄白色調の粒状病変を散在性に認め，生検で異
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所性皮脂腺と診断された（図 1）．また胃には胃底腺ポリー
プを認めた．46歳時の内視鏡検査では，上部食道に明瞭な
黄白色調の顆粒状集簇像を認めるほか（図 2Ａ），下部食道
にも淡い白色調の顆粒状集簇像がびまん性にみられた（図
2Ｂ）．47歳時の内視鏡検査では上部食道の異所性皮脂腺の
肉眼所見は著変なかったが（図 2Ｃ），下部食道の病変は白
色調が強くなり，肉眼的に明瞭化していた（図 2Ｄ）．50歳
時の内視鏡所見では47歳時とほぼ同様の所見であり，下部
食道も含めて食道全長にわたり黄白色調粒状病変がびまん
性に認められたが，下部食道病変がより明瞭化した印象を
受けた（図 2Ｅ，Ｆ）．

考　　　察

　皮脂腺は皮脂産生の多い脂漏部位である頭，前額，眉間，
鼻翼，鼻唇溝，頤，胸骨部，肩甲骨間部，外陰部，臍囲な
どによく発達しており，これらの部位では毛器官に附属す
る構造として毛包上部に開口する．一方，口唇，乳輪，肛
門や大陰唇，小陰唇，亀頭辺縁など毛器官を欠如する部位
では直接表皮に開口しており，眼瞼のマイボーム腺もこれ
に含まれる1，7）．これに対し，食道など通常は皮脂腺が存在
しない部位にも同様の構造がみられることがあり，異所性
皮脂腺と称される．食道異所性皮脂腺は1962年に De  La 
Pava らが剖検例200症例の病理学的検索を行い，うち 4例
（ 2 %）に顕微鏡的皮脂腺を確認したことにはじまる8）．内
視鏡検査による食道皮脂腺の診断はRamakrishnan らの報
告が第一例目であり，食道全長に多発性に分布する黄色調
の 1～ 5㎜大の丘疹状，卵円形または円形の表面粗造な病
変であったと述べている9）．本邦では藤木ら10）が初めて報告
しており，これ以降に報告例が散見される．津久井らは本
疾患の有病率について，食道異所性皮脂腺の有無を念頭に
内視鏡検査で注意深い観察を行ったところ774例中 6 例
（0.78%）に発見されたと報告している11）．原田ら12）による
既報告例53例の解析によれば，診断時年齢は平均56.5歳 
（28～81歳）で男性38例（71.7％）と男性に多く，多発35
例（66.0％），単発18例（34.0％）と多発例が多かったとい
う．内視鏡所見の特徴は前述のRamakrishnan らの最初の
報告によく著されており，大きさ0.5～10㎜の白色～黄白色
の小顆粒が集簇した像を呈する．病変の境界は不整形で，
辺縁は敷石状ないし花弁様の分葉状構造をとることが多い
4，13-20）．本疾患は臨床症状を呈することはなく，悪性化する
こともないとされており，いったん異所性皮脂腺と診断さ
れれば通常は治療を要さない3，21，22）．
　1999年 6 月から2014年12月の間に岡山大学病院で上部消
化管内視鏡検査を実施し，組織学的に食道異所性皮脂腺と
診断された症例は 6 例あり，その臨床背景を表に示した 

（表 1， 2 ）． 6 例の平均年齢は59.3歳（43～73歳）であ
り，男性 3例，女性 3例であった．主訴は症状なし 3例，
空腹時心窩部痛 1例，腹部違和感および便秘 1例，下血 1
例であった．下血を呈した症例は不全型ベーチェット病に
伴う回盲部潰瘍が出血源と同定された．空腹時心窩部痛を
呈した症例，腹部違和感および便秘で受診した症例につい
ては症状の原因は特定されなかったが，いずれも食道異所
性皮脂腺とは無関係の症状と考えられた．したがって 6症
例すべてにおいて食道異所性皮脂腺は偶発的に上部消化管
内視鏡検査で発見されていた．基礎疾患は表 1に示す通り
であるが，食道異所性皮脂腺との関連が一部の報告で言及
されている高脂血症6）については 4 例に認め，うち 2 例で
はスタチン系薬剤の内服により血中総コレステロール値は
正常値であり， 2 例（症例 1および 3）では無治療であっ
た．異所性皮脂腺以外の食道疾患としては，食道裂孔ヘル
ニアを 1例に認めたのみであり，逆流性食道炎を呈した症
例はなかった．食道異所性皮脂腺の内視鏡所見については，
多発 3例，単発 3例であった（図 3，4 ）．6 例全例が小さ
な黄白色調の顆粒状集簇像を呈していた．また 6例のうち
5 例で病変内部に導管を示唆する顆粒状の小突起がみら
れ，典型的な食道異所性皮脂腺の像であった． 6 例のうち
4例で複数回の内視鏡検査が実施されており，経時的な内
視鏡像の変化を認めたものは 1例のみであった（症例 1，
提示症例）．
　自験例では 3年間の経過観察中に下部食道病変が経時的
に明瞭化していた．本疾患に対する認知の広まりなどから，
食道異所性皮脂腺はまれな疾患ではなくなりつつある3-5）

が，経時的な内視鏡所見の変化について記載した報告は少
ない．そもそも食道の異所性皮脂腺の由来としては，先天
的な外胚葉組織の迷入であるとする説8）と，成人以降の後
天的な化生性変化であるとする説23，24）があり，いまだ解明
されていない．既報告例はすべて成人例であり，また
Rector らは1,000例の小児剖検例の検索において，食道に異
所性皮脂腺の迷入はなかったとしており25），これらは化生
性変化説の傍証とされる．また過去の内視鏡検査画像は提
示されていないものの，原田ら12）は 1 年前の内視鏡検査で，
浜本ら26）は 4 年前の内視鏡検査で病変がみられなかったと
記載しており，化生性変化により後天的に異所性皮脂腺が
新たに形成された可能性が示唆される．これに対して自験
例における内視鏡像を遡及的に見ると，46歳時の内視鏡検
査において下部食道に淡い黄白色調の顆粒状集簇像がびま
ん性にみられており（図 2Ｂ），これらは経時的に白色調が
強くなり，周辺の正常粘膜とのコントラストが強くなるこ
とで肉眼的に視認しやすくなっていた （図 2Ｄ，Ｆ）．すな
わち，自験例においては先天的に存在していた異所性皮脂
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　 食道異所性皮脂腺の 1例：岩室雅也，他 9名 　

図 1　生検病理組織像
縦走扁平上皮内に脂肪腺房を認める．脂肪細胞は泡沫状の広い
胞体を有し，円形で小型の核をもつ（HE染色，×20）．

Ａ

Ｂ

図 4　症例 5（56歳女性）の内視鏡像
単発の食道異所性皮脂腺症例の白色光観察（Ａ）およびNBI 観
察（Ｂ）像．黄白色調の顆粒状小隆起が集簇し，約 5㎜大の扁
平隆起を形成している．病変内部に顆粒状の小突起がみられ，
NBI 観察でより明瞭に確認できる．

図 3　症例 2（69歳女性）の内視鏡像
小さな黄白色調の扁平隆起が多発している．病変内部に導管を
示唆する顆粒状の小突起を伴う．

A

B

C

D

E

F

図 2　内視鏡像
46歳時には，上部食道に典型
的な食道異所性皮脂腺を認め
るほか（Ａ），下部食道にも淡
い黄白色調の顆粒状集簇像が
みられる（Ｂ）．47歳時の上部
食道（Ｃ）および下部食道
（Ｄ）の内視鏡像．下部食道
病変が明瞭化している．50歳
時の上部食道（Ｅ）および下
部食道（Ｆ）の内視鏡像．
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腺の脂腺細胞が増殖した可能性，あるいは脂腺細胞の細胞
質内に脂質滴が蓄積されたことにより病変が明瞭化した可
能性が示唆される．ただし46歳以前については詳細な評価
が可能な内視鏡検査画像がなく，化生性変化により異所性
皮脂腺が後天的に形成された可能性を否定することはでき
ない．また自験例では下部食道病変が明瞭化する一方，上
部食道の異所性皮脂腺は肉眼的にほぼ不変であった．経時
的な変化の有無について，病変部位により差異があった理
由については，胃酸逆流などの関与が推測されるものの，
その機序は不明である．
　上述の通り，食道異所性皮脂腺の経時的変化を記載した
報告は少ない．Fukuchi らはびまん性の食道異所性皮脂腺
の症例において， 3 年間の経過観察中にいったん数が減少
し，再度増加したと報告しており，機序は不明ながら経過
中に食道異所性皮脂腺が減少する場合もあるようである27）． 
食道異所性皮脂腺の有病率は高くはないが，このように経
時的に皮脂腺数が増減する，あるいは皮脂腺の色調が変化
する症例があるため，内視鏡検査時に食道全長にわたって
詳細に撮影を行い，数年間の経過で比較検討することが，
発生機序の解明に役立つと思われる．

結　　　論

　 3年間の経過観察中に下部食道の異所性皮脂腺が経時的
に明瞭化した症例を経験した．本症の発生機序については
先天的な迷入説や化生性変化説などがあり，現時点で解明

されておらず，さらなる症例の蓄積と，内視鏡像の経時的
変化および病理組織像の解析が必要と考えられる．
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